
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 ２０５ 

令和５年度 理科 

 

教科 理科 科目 物理 単位数 ４単位 年次 ３年次 

使用教科書 改訂版 総合物理 １ ２ （数研出版） 

副教材等 セミナー物理基礎＋物理 （第一学習社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

日常経験から得られる感覚は、物理的に正しいときもあれば間違っていることもある。今までの「自然な感覚」

だけに頼らず、常に物理法則にあてはめて事象を観察・分析しようと心掛けるようにしたい。 

問題演習は、まず自分で解こうとする姿勢が大事である。答が合っているかどうかだけではなく、その過程が論理

的であったかどうかに注意して学習を進める必要がある。公式、問題のパターン等を「覚えて解く」のではなく、

自分で「考えて解く」努力を継続することによって、物理現象の本質の理解につなげていく。 

 

２ 学習の到達目標 

１．物理的な事物・現象に対する探究心を高める。 

２．物体の運動、様々なエネルギー、熱、波、電気への関心を高める。 

３．目的意識をもって観察・実験などを行い、物理的に探究する能力と態度を身につける。 

４．物理学の基本的な概念や原理・法則を理解し、科学的な自然観を身につける。 

５．科学技術の在り方について意思決定するために必要な科学的な知識・能力・見方・考え方を身につ

ける。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

・学習活動（授業参加全

般、質疑応答、討論、

演習、実験・観察等）

に積極的に参加した

か。 

・提出物の作成（レポー

トやノート作成など）

に意欲的に取り組んだ

か。 

・科学技術の在り方やエ

ネルギー問題について

関心をもち、話し合い

や探究活動に意欲的に

参加したか。 

・各物理現象における因

果関係を説明する基本

法則が何か等を考察す

る思考力があるか。 

・図表の読み取り・作成

をしたり、境界条件を

見極めたりする判断力

があるか。 

・各物理現象における因

果関係を、客観的根拠

をふまえて論理的に記

述する表現力がある

か。 

・観察・実験を安全に遂

行できたか。 

・それぞれの操作の意味

を理解して正確に遂行

できたか。 

・データの取り方が適切

か（とりこぼし、計測

ミス等がないか）。 

・データの処理が適切か

（間違いや、有効桁

数）。 

・グラフを有効活用でき

ているか（目盛の設

定）。 

・物理学の基本法則を

その成立背景もふま

えて正確に理解し、

知識として定着して

いるか。 

・基本法則を応用して

演繹的に各物理現象

における諸問題にア

プローチすることが

できるか。 

評
価
方
法 

授業中の学習状況の観

察、指名による問題解法、

提出物などをもとに評価

する。 

授業中の学習状況の観

察、指名による問題解法、

定期考査などをもとに評

価する。 

授業中の学習状況の観

察、指名による問題解法、

提出物などをもとに評価

する。 

授業中の学習状況の観

察、指名による問題解

法、定期考査などをも

とに評価する。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

４ 学習の活動 

学
期 

単

元

名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１ 

学 

期 

運
動
の
表
し
方 

速度 ○ ○ ○ ○ a:運動の表し方と力と運動の関係について関心を持

ち、日常生活の経験と関連づけながら探究する。 

b:運動の表し方と力と運動の関係を表すグラフや式

を用いてこれらの物理現象を科学的に分析し、論

理的に説明できるようになる。 

c:物体の運動に関する観察・測定を行い、位置、速

度、加速度の時間変化などについて分析を行い、

それらの関係性を理解する。 

c:力と運動に関する観察・測定を行い、力、加速度、

質量の関係性を見出し、理解する。 

d:平面内における運動の表し方について、速度、加

速度、速度の合成、相対速度について理解する。 

d:鉛直面内における落体の運動について理解する。 

d:力の三要素、力のつりあい、運動の三法則、静止

摩擦力、動摩擦力、圧力・浮力について理解する。  

d:剛体にはたらく力のモーメントについて理解す

る。 

学習状況 

課題 

プリント 

問題集 

ノート 

定期考査 

加速度 ○ ○ ○ ○ 

落体の運動 ○ ○ ○ ○ 

運
動
の
法
則 

力とそのはたらき ○ ○  ○ 

力のつりあい ○ ○ 〇 ○ 

運動の法則 ○ ○ ○ ○ 

摩擦 ○ ○  ○ 

浮力 ○ ○  ○ 

剛体 ○ ○  ○ 

運
動
量
の
保
存 

運動量と力積 ○ ○ ○ ○ 

a:運動量と力積の関係、および運動量保存則が現れ

る現象に関心を持ち、日常生活の経験と関連づけ

ながら探究する。 

a:円運動・単振動現れる現象に関心を持ち、日常生

活の経験と関連づけながら探究する。 

b:運動量の保存が成り立つ運動や円運動や万有引力

を受ける運動について、グラフや式を用いてこれ

らを科学的に分析し、論理的に説明できるように

なる。 

c:衝突に於いて運動量が保存することを観察し、理

解する。床と球の跳ね返りについて理解する。 

c:単振り子の周期の式を理解し、周期と糸の長さ、

おもりの質量、振れ角の関係を調べる。 

d:運動量がベクトル量であることを理解し、力との

関係を考察する。 

d:衝突後のそれぞれの物体の速さを計算できるよう

になる。 

d:等速円運動・単振動の様子を表す方法や、その物

体に働く力について理解する。 

d:万有引力を受けた物体の運動について理解し、軌

道半径などが決まる原理を考察する。 

学習状況 

課題 

プリント 

問題集 

ノート 

定期考査 

運動量保存則 ○ ○ ○ ○ 

反発係数 ○ ○ 〇 ○ 

円
運
動
と
万
有
引
力 

等速円運動 ○ ○  ○ 

慣性力 ○ ○  ○ 

単振動 ○ ○ ○ ○ 

万有引力 ○ ○  ○ 

気
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
状
態
変
化 

気体の法則 ○ ○ ○ ○ 

a:気体のエネルギーと状態変化が関係する現象に関

心を持ち、日常生活の経験と関連づけながら探究

する。 

b:気体分子の運動や気体の状態変化について、グラ

フや式を用いてこれらを科学的に分析し、論理的

に説明できるようになる。 

c:断熱変化の実験を通して気体の状態変化について

観察し、内部エネルギーについて分子の運動と関

連づけて考察する。 

d:気体分子の運動と圧力、絶対温度、内部エネルギ

ー、分子の平均運動エネルギーの関係を理解する。 

d: 気体の状態変化について、定積変化、定圧変化、

等温変化、断熱変化の特徴を理解する。 

d:熱機関と熱効率およびエネルギーの保存と変換に

ついて理解する。 

学習状況 

課題 

プリント 

問題集 

ノート 

定期考査 気体分子の運動 ○ ○  ○ 

気体の状態変化 ○ ○ 〇 ○ 

不可逆変化と熱機関 ○ ○ ○ ○ 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

学
期 

単

元

名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

２ 

学 

期 

波
の
性
質 

正弦波の式 ○ ○  ○ 

a:波の性質、音波、光波の諸現象について関心を持

ち、日常生活の経験と関連づけながら探究する。 

b:正弦波、音波、光波を表すグラフや式を用いてこ

れらの物理現象を科学的に分析し、論理的に説明

できるようになる。 

c:ドップラー効果による振動数の変化を測定し、ド

ップラー効果の原理を確認し、理解を深める。 

c:レンズ・鏡による像の観察・測定を行い、写像公

式を確認する。 

c:回折格子に関する観察・実験を行い、光の波長と

干渉縞の間隔の関係を見出す。 

d:正弦波において媒質が単振動していることを理解

し、正弦波の式と y-x、y-tグラフの関係性を知る。 

d:種々のドップラー効果の原理を理解する。 

d:光の反射・屈折、写像公式を理解する。 

d:ヤングの実験、回折格子、薄膜の干渉などについ

て観察し、明線・暗線条件を理解する。 

学習状況 

課題 

プリント 

問題集 

ノート 

定期考査 

波の伝わり方 ○ ○  ○ 

音 ドップラー効果 ○ ○ ○ ○ 

光 

光の性質 ○ ○ 〇 ○ 

レンズ ○ ○ ○ ○ 

干渉、回折 ○ ○ ○ ○ 

電
場 

静電気力 ○ ○ ○ ○ 
a:静電気、電流、磁場、電磁誘導および交流と電磁

波といった電磁気学が関わる諸現象について関心

を持ち、日常生活の経験と関連づけながら探究す

る。 

b:電場・磁場中で力を受ける物体についての運動や、

直流・交流回路における電流や電圧の時間変化を

表すグラフや式を用いてこれらの物理現象を科学

的に分析し、論理的に説明できるようになる。 

c:等電位面を調べる実験を通して、電荷の移動と仕

事関係、電位の基準点等について理解する。 

c:コンデンサー、発光ダイオード、コイル等の素子

を含む直流回路についての過渡現象を観察し、電

流と電気回路についての理解を深める。 

c:電気ブランコの実験や、電磁誘導の実験を通して

フレミングの左手の法則やファラデーの電磁誘導

の法則を確認し、理解を深める。 

d:静電気力に関するクーロンの法則を元に、点電荷

のつくる電場の特徴を理解する。 

d:コンデンサーが蓄える電荷とエネルギーについて

の基本原理を理解する。 

d:電流がつくる磁場について理解する。 

d:磁場中で電流が受ける力について理解し、磁場中

で運動する荷電粒子がうけるローレンツ力との関

係を知る。 

d:電磁誘導において磁束の変化と誘導起電力の関係

を理解し、誘導電流の発生原理を知る。 

d:コイルの自己誘導・相互誘導について理解する。 

d:交流の発生原理と交流回路におけるインピーダン

スについて理解する。 

d:電磁波の種類とその発生原理を理解する。 

学習状況 

課題 

プリント 

問題集 

ノート 

定期考査 

電場 ○ ○ ○ ○ 

電位 ○ ○ 〇 ○ 

物質と電場 ○ ○ ○ ○ 

コンデンサー ○ ○ ○ ○ 

電
流 

オームの法則 ○ ○ ○ ○ 

直流回路・半導体 ○ ○ 〇 ○ 

電
流
と
磁
場 

磁場 ○ ○ ○ ○ 

電流の作る磁場 ○ ○ ○ ○ 

電流が磁場から受ける力 ○ ○ ○ ○ 

ローレンツ力 ○ ○  ○ 

電
磁
誘
導
と
電
磁
波 

電磁誘導の法則 ○ ○ ○ ○ 

自己誘導と相互誘導 ○ ○ ○ ○ 

交流の発生 ○ ○  ○ 

交流回路 ○ ○  ○ 

電磁波 ○ ○  ○ 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

学
期 

単

元

名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

３ 

学 

期 

電
子
と
光 

電子 ○ ○ ○ ○ a:電子の発見に始まり現代物理学に通ずる原子物理

分野の進展の歴史について関心を持ち、日常生活

の経験と関連づけながら探究する。 

b:真空管における電子の運動や、光の粒子性、X 線

の波動性・粒子性を表すグラフや式を用いてこれ

らの物理現象を科学的に分析し、論理的に説明で

きるようになる。 

c:ブラックライトなどによる光電効果の実験から光

の粒子性についての理解を深める。 

c:スペクトルの観察からエネルギー準位について考

察する。 

d:光や電子の粒子性と波動性について考察する。 

d:原子核の崩壊、質量とエネルギーの関係について

知り、原子力について理解する。 

学習状況 

課題 

プリント 

問題集 

ノート 

定期考査 

光の粒子性 ○ ○  ○ 

X線 ○ ○ ○ ○ 

粒子の波動性 ○ ○ ○ ○ 

原
子
と
原
子
核 

原子の構造 ○ ○ 〇 ○ 

原子核 ○ ○  ○ 

放射線 ○ ○  ○ 

核反応 ○ ○  ○ 

素粒子 ○ ○  ○ 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


